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臨床検査マスターについて 

1．臨床検査マスター まとめ表について 
まとめ表には、JLAC10 の要素コード（分析物・識別・材料・測定法・結果識別（共通/固有））の組合せにより例⽰した 15 桁

の検査依頼項目（「臨床検査マスター１５桁コード表」）と、17 桁の検査結果項目（「臨床検査マスター１7 桁コード表」）があ
り、⽇本臨床検査医学会より公開されている JLAC10「運用コード表」が元になっている。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2006 年 9 月 19 ⽇以降
更新されていない 

5,622件の検査項目（15桁コード）
が掲載されている 

＜⽇本臨床検査医学会ホームページ＞ 
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２．臨床検査マスター１５桁コード表について 
⽇本臨床検査医学会が公開している「運用コード表」に掲載されている検査項目に対して、診療⾏為コードの対応付けを⾏ったも

のを、「臨床検査マスター15 桁コード表」として公開した（2003 年初め頃）。 
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3．臨床検査マスター17 桁コード表について 

15 桁コード表の中から、診療⾏為コードの対応付けができた検査コードを抜き出して、結果識別コード（２桁）を付加したものを
「臨床検査マスター17 桁コード表」として公開した（2008 年_臨床検査マスターVer2.00）。 
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注）⻩：臨床検査マスター独⾃項目（MEDIS により追加した項目）/ 橙：JLAC10 要素コードより / 緑：医科診療⾏為マスターより  

★ ：１５桁コード表と１７桁コード表の差異 

臨 床 検 査 マ ス タ ー 1 5 桁 コ ー ド 表  

診療⾏為コード（医科診療⾏為マスター） 
厚⽣労働省保健局診療報酬情報提供サービス 

＜運用コード表（⽇本臨床検査医学会）＞ 

対応付け 

検査コード（JLAC10） 

診療⾏為コードなし 

検査コード（JLAC10） 

診療⾏為コードあり 

検査コード（JLAC10） 

診療⾏為コードあり 

結
果
コ
ー
ド
（

2

桁
）

 

＜15 桁コード表＞ 

＜17 桁コード表＞ 

臨 床 検 査 マ ス タ ー 1 7 桁 コ ー ド 表  
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4．メンテナンス（更新）作業について 
⽇本臨床検査医学会では、新規保険収載／医学会（例：⽇本糖尿病学会）／検査センターなどからの要望などを取りまとめて、

検査項目コード委員会において審議を⾏っており、そこで採択された（新設された）JLAC10 コードを、臨床検査マスター（15 桁コー
ド表・17 桁コード表）に追加している。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・臨床検査マスター１５桁コード表 ⇒ １７桁コード例を１５桁にして追加掲載する。 
・臨床検査マスター１７桁コード表 ⇒ １７桁コード例を追加掲載する。 
 
※この時、診療⾏為コードとの対応付けを⾏う。不明な場合は、⽇本臨床検査医学会に問い合わせを⾏っている。 
  

検査項目コード委員会（⽇本臨床検査医学会）にて採択されたコード 

追加掲載 追加掲載 

検査コード（JLAC10） 

診療⾏為コードなし 

検査コード（JLAC10） 

診療⾏為コードあり 

検査コード（JLAC10） 

診療⾏為コードあり 

結
果
コ
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ド
（
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桁
）

 

＜15 桁コード表＞ 

＜17 桁コード表＞ 

17 桁コード表 

初期作成時 

現在のメンテナンス 
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追加掲載している項目は、保険収載の有無にかかわらず、⽇本臨床検査医学会から⽰されたコード例を掲載している。 
各表の掲載項目件数は以下の通り。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

5．臨床検査マスター（15 桁コード表・17 桁コード表）の問題点について 
 
臨床検査マスターの各コード表の件数の詳細は以下の通り。 

  
全体件

数 
診療⾏為コード

あり 
診療⾏為コード

なし 
１５桁コード表 6,144 2,266 3,878 
１７桁コード表 4,713 4,475 238 
【参考】JLAC10 運用コード表 5,622 ---- ---- 

 
① JLAC10 運用コード表と臨床検査マスターは、似て非なるコード表であるが、その違いがユーザーにとってわかりにくく、混乱を招く。 

 15 桁コード表 17 桁コード表 運用コード表 
最終更新⽇ 2012/5/29 2012/5/29 2006/9/19 
診療⾏為コードとの対応付け あり あり なし 
JLAC10 結果識別コード なし あり なし 
 

② 15 桁コード表を元に、17 桁コード表を作成する際に、保険対象外の検査を除外したため、15 桁表にあって 17 桁表にないコード
がある（3,716 件）。また、保険対象の検査であっても、15 桁コード表にあって、17 桁コード表にないコードも存在（90 件）し
ており、両表の統一性がない。 

 
③ 15 桁コード表の「管理番号」は、JLAC10 運用コード表の「運用コード」と MEDIS が独⾃に追加したコード（9 から始まる）があ

るが、追加掲載した検査コードには、管理番号が振られていなため意味がなく、その必要性も不明。 
 

④ 15 桁コード表と 17 桁コード表では、提供フォーマットが異なっている。（フォーマットの詳細は P.2 に記載） 

検査コード（JLAC10） 
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検査コード（JLAC10） 
診療⾏為コードあり 検査コード（JLAC10） 

診療⾏為コードあり 
検査コード（JLAC10） 

診療⾏為コードなし 
検査コード（JLAC10） 

診療⾏為コードなし 
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＜15 桁コード表＞6,144 項目 

＜17 桁コード表＞4,713 項目 

17 桁コード表 

初期作成時 

現在のメンテナンス 
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⑤ 両表には、「標準検査名称」の項目があるが、ほとんど⼊⼒されていない。 
 

⑥ JLAC10 コードと診療⾏為コードとの対応付けの検証が難しい。 
JLAC10 分析物 識別 材料 測定法 結果 診療⾏為コード 診療⾏為名称 

1A010 0000 001 901 11 蛋白定性[尿] -- 尿(含むその他) 化学発色法 判定 160000310 尿一般 

1A015 0000 001 271 01 蛋白定量[尿] -- 尿(含むその他) 可視吸光光度法 定量値 160000410 尿蛋白 

1A015 0000 004 271 01 蛋白定量[尿] -- 蓄尿 可視吸光光度法 定量値 160000410 尿蛋白 

1A020 0000 001 901 11 糖定性[尿] -- 尿(含むその他) 化学発色法 判定 160000310 尿一般 

JLAC10 の各要素の名称と診療⾏為名称は一致していないため、素⼈判断では限界がある。 
 
6．臨床検査マスター（15 桁コード表・17 桁コード表）に対する MEDIS-DC の考え方について 

 
臨床検査マスターでは、以下の原則を推進したいと考えている。 

正確性 ・JLAC10 と診療⾏為コードが正しく対応付けられていること 
網羅性 ・ユーザーが必要とするコードが掲載されていること 
迅速性 ・新規保険収載された検査コードを迅速に更新すること 

 
・正確性について 

問題点⑥で述べたとおり、JLAC10 コードと診療⾏為コードとの対応付け作業は、診療⾏為名称が完全一致ではないため、手作業
によるメンテナンスを⾏っている。特に、診療報酬改定時のメンテナンスは作業量も増⼤し、かつ専門的な知識が乏しいことから、正確性
が担保されていない。したがって、本 WG の中で協⼒体制を構築していきたい。 
 
・網羅性について 

臨床検査マスターに、頻用検査項目（300〜500 項目）だけを掲載することは、網羅性が担保されない。 
現在、15 桁コード表では、約 6,000 項目のコードが掲載されており、頻用検査項目以外のものについて、どこまで掲載するのかにつ

いて検討が必要と考える。 
 
・迅速性について 

現在は、新規保険収載の JLAC10 コードを公開するまで、約 1 ヶ月近いタイムラグが⽣じており、迅速性が担保されていない。 
これについては、運用体制 WG において、迅速な公開を可能とする体制を構築していきたい。 
 

・正確性、網羅性、迅速性を確保するために、負担の少ないメンテナンス体制を構築したい。 


